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MAKE THE MOST OF

東海農政局木曽川水系土地改良調査管理事務所

写真は、長良川支所が行った地元小学生を対象とした工事現場説明会での集合写真です。
参加いただいた児童さんにとって土地改良事業に関心をもっていただくまたとない機会となりました。

詳細は、Ｐ３トピック「地元小学生の現場見学会を開催しました。」にて紹介しています。
撮影場所：岐阜県海津市（長良川用水地区 勝賀揚水機場）

■巻頭言 東海農政局農村振興部 地方参事官 勝部 剛
■農政情報 棚田カードを集めてみませんか。
■トピック 地元小学生の現場見学会を開催しました。
■完了地区フォローアップ調査 南知多地区
■濃尾用水地域での地下水位観測調査
■田んぼダムの普及に向けたセミナーを開催しました。
■国営事業地区内の試験・研究機関のご紹介
■国営土地改良事業地区調査「矢作川沿岸地区」
■国営施設機能保全事業「中勢用水地区」
■中勢用水地区の再評価を実施しました。
■全体実施設計「西濃用水第三期地区」
■直轄管理事業「濃尾用水地区（犬山頭首工）」
■国営施設機能保全事業「尾張西部地区」
■国営施設応急対策事業「長良川用水地区」
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巻 頭 言

東海農政局 農村振興部 地方参事官
勝部 剛

皆様方には、日頃から東海農政局管内における農業農村
の振興、農業農村整備事業の推進にご理解とご支援を賜り
有難うございます。

令和５年度予算審議が進められています。農林水産省の
主要施策としては「生産基盤強化・経営所得安定対策」、
「輸出力強化」、「みどり戦略」、「スマート農業」、
「食の安全」、「人・農地政策」、「農業農村整備」、
「農村活性化」に、新たに生産資材等の高騰対策を含む
「食料安全保障の強化」が加わったことが特徴です。

今回、産業施策とともに農政の「車の両輪」となる地域
施策（農村活性化）についてご紹介します。

2022年の出生数が80万人割れとのニュースがありました。漠然としていてピンとこ
ない数字ですが、「80万人が80年生きて6400万人」と聞くと大変な数字です。他の推
計では、2045年には2015年から中山間地域では人口が約半減、平地農村でも約2/3ま
で減少するとするものもあります。

地域施策については、昨年４月、農水省の有識者検討会で新しい農村政策の方向性に関
するとりまとめを行っています。タイトルは「地方への人の流れを加速化させ持続的低密
度社会を実現するための新しい農村政策の構築」で、「しごとづくり」、「くらし」、
「活力づくり」の３本柱の方向性を示しています。

「しごとづくり」については、「農山漁村発イノベーション」を推進します。聞きなれ
ない言葉ですが「農山漁村発イノベーション」とは、６次産業化（農産物✖加工販売）の
考え方を拡張し、さらに発展させようとするもので、農産物に限らず地域の文化・歴史や
森林、景観などあらゆる地域資源を発掘・活用し、「農村資源✖〇〇」の様々な形で組み
合わせ、農業者はもちろん地元企業なども含めた多様な主体の参画によって、新事業や付
加価値を創出していく取組のことです。例えば、東海地域でも盛んに行われている農泊
（農業・文化✖観光）、ジビエ利活用（野生鳥獣✖加工販売）、農福連携（農業✖福祉）
などもそのひとつです。組合せは多様ですし様々な可能性を秘めたものと言えます。
国・県ともども地域をサポートしていくこととしています。

さらに「くらし」、「活力づくり」については、主として中山間地域向け施策となりま
すが、デジタルの力を活用し魅力的な地域をつくる「デジ活中山間」の推進、粗放的な土
地利用へも支援する「最適土地利用総合対策」、複数の集落の機能を補完し農用地保全・
地域資源活用・生活支援を行う「農村型地域運営組織（農村RMO）」の形成促進、
「農的関係人口」の創出・拡大などといった、新しい地域施策の展開も進めています。

日本型直接支払はもとより、ご紹介したようなさまざまな地域振興のツールを用意して
いますので、産業施策とともに、地域の実情に合わせて上手に活用していただき、農業の
発展と地域の活性化につなげて頂ければ幸いです。

写真
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農 政 情 報

棚田カードを集めてみませんか。

棚田とは、山の斜面や谷間の傾斜地に階段状に作られた田ん
ぼのことをいいます。棚田は農作物の生産・食料の供給だけで
はなく、美しい景観の提供、国土保全や水源の涵養などといっ
た多面的機能を持っています。

そのような棚田ですが、地形的条件から生産性が悪いこと、
農村の人口減少や担い手不足も重なり荒廃の危機に直面してい
るのが現状です。

このため、貴重な国民的財産である棚田を保全し、棚田地
域の有する多面的機能の維持増進を図ることを 目的として令
和元年に「棚田地域振興法」が施行されました。

また、農林水産省では、棚田地域の振興に関する取組を積極
的に評価し、国民の皆さまに、棚田地域の活性化や棚田の有す
る多面的な機能に対するより一層のご理解とご協力をいただく
ことを目的として、優良な棚田を認定する取組「つなぐ棚田遺
産～ふるさとの誇りを未来へ～（ポスト棚田百選）」を実施し
ました。

棚田を取り巻く状況

棚田めぐりマップと棚田カード

東海農政局管内の棚田カード

「つなぐ棚田遺産」は、令和４年３月に全国で271カ所、東海農政局管内では14カ
所が認定されています（岐阜県９カ所、愛知県２カ所、三重県３カ所） 。

この棚田をめぐるために「棚田めぐりマップ」を作成しています。

また、棚田地域を盛り上げ、棚田の保全に繋げる第一歩として、都道府県担当者に呼
びかけて、「棚田カードプロジェクトチーム」を平成30年秋に立ち上げました。

棚田カードプロジェクトチームでは、棚田をご存知の方はもちろん、棚田を知らない
方、馴染みのない方にも棚田の魅力を「行って」「見て」「知って」もらいたい、
そして棚田を含む地域活性化に役立ってほしいという想いで、全国108カ所の「棚田
カード」を作成しています。

東海管内の「つなぐ棚田遺産」のうち、6カ所
の棚田カードが配付されています。

みなさん、棚田めぐりマップを手に持ち、棚田
カードを求めて、棚田めぐりをしてみませんか。

岐阜県：坂折(恵那市)、種蔵(飛騨市)
愛知県：四谷の千枚田(新城市)
三重県：深野だんだん田(松阪市)、

丸山千枚田(熊野市)、
坂本棚田(亀山市)

坂折(恵那市)棚田カード（表）

棚田カード等の詳細は、以下のURL又はQRコードからご覧ください。
https://www.maff.go.jp/j/nousin/tanada/tanadani-koi.html
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地元小学生の現場見学会を開催しました。

国営施設の応急対策を進めている長良川支所は令和４年10月28日、岐阜県海津市立
東江小学校の６年生を対象に、国営施設応急対策事業「長良川地区」の工事現場見学会
を開催しました。

見学会では、支所職員から事業の概要や必要性、工事受注者から実施中の工事内容を
説明した後、工事現場の見学に移りました。

児童たちからは「工事にはどれくらいお金がかかりますか？」や「管はどれくらい長
持ちしますか？」といった質問があり、土地改良事業に対する興味・関心も感じられま
した。工事現場では、本事業で整備したポンプ設備に直接触れてもらったり、工事で埋
設する管に好きな言葉や絵をかいてもらったりと、土地改良事業に関係する施設に親し
んでもらいました。

将来、この児童たちの中から本地区の農業に携わる人が出て来てくれることを願って
います。

ポンプ見学の様子

本地区の概要説明の様子生徒たちの思い出づくり（手形）

生徒たちの思い出づくり（管への書き込み）

ト ピ ッ ク
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